
「低入札基準価格」による開札の流れ

YES（高い） NO（低い）

落札

YES（７者以上） NO（７者未満）

＜変動型平均価格による判定＞

YES（高い） NO（低い）

落札

YES（高い） NO（低い）

失格

＜数値的判断基準による判定＞要綱第8条第2号または第3号

YES（超える） NO（超えない）

落札 失格

◆失格の場合は、次順位者に対して判定する。

※数値的判断基準

●建設工事 数値的判断基準　＝　当該費用の設計額に下段の割合を掛けた額

※全ての費用において数値的判断基準を超えると落札

●以下の業務 数値的判断基準　＝　当該費用の設計額に下段の割合を掛けた額の合計

補償関係
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務

直接人件費 直接経費 その他原価 一般管理費

１００％ １００％ ８０％ ５０％

地質調査業務
直接調査費 間接調査費 解析等調査業務費 諸経費

１００％ ９０％ ８０％ ５０％

土木関係
建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務

直接人件費 直接経費 その他原価 一般管理費

１００％ １００％ ８０％ ５０％

建築関係
建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務

直接人件費 特別経費 技術料等経費 諸経費

１００％ １００％ ５０％ ６０％

３０％

測量業務
直接測量費 測量調査費 諸経費

１００％ １００％ ４０％

数値的判断基準を超えているか?※

建設工事
直接工事費 共通仮設費 現場管理費 一般管理費

９０％ ８０％ ８０％

失格基準価格以上か?
※失格基準価格＝変動型平均価格（有効入札の上位６割の順位の平均価格）の８５％

最低価格入札者(一番札)

入札額が低入札基準価格より高いか？

有効な入札が７者以上か？

落札基準価格以上か?
※落札基準価格＝変動型平均価格（有効入札の上位６割の順位の平均価格）の９０％


